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Ⅰ．問題と目的
　日本国内の65歳以上の高齢者のうち、認知症の人
は推計15％で、2012年時点で約439万人に上ることが
厚生労働省研究班（代表者・朝田隆筑波大教授）の
調査で分かった（文献１）。認知症になる可能性がある
軽度認知障害（MCI）の高齢者も約400万人いると推
計され、65歳以上の４人に１人が認知症とその“予
備軍”となる計算である。介護保険のデータに基づ
き、厚労省が2012年に発表した認知症高齢者数は、
2010年で280万人、12年は305万人であったが、今回
の調査はそれを大きく上回った。介護サービスを
使っていない高齢者にも認知症の人がいるとみら
れ、介護体制の整備や支援策を充実させる必要が示
唆されている。将来を見据えた国を挙げての取り組
みが待たれる状況である。
　筆者が高齢者のケアの現場での仕事に携わり15年
が過ぎた。昔も今も大きな問題として取り上げられ
続けているのが認知症であり、それに伴うBPSDであ
る。BPSDとは、Behavioral and Psychological 
Symptoms of Dementiaの略で、認知症に伴う妄想や
徘徊・攻撃的行動・不潔行為・異食などの行動・心
理症状のことである。認知症の症状の基盤となる
「中核症状」の記憶障害・見当識障害・理解の低下
などから二次的に起こる症状で、以前は「周辺症
状」「問題行動」とも呼ばれていた。家族が在宅ケ
アにおいて限界を感じ施設に相談に来る場合でも
BPSDへの対応が困難となっているケースが大半を占
める。施設ケアにおいてもBPSDは改善が難しく、苦
慮しているというのが現状である。
　今回収集癖というBPSDのある79歳女性Aさんに文
章完成法テスト（以下SCT）を施行した。その結果
明らかとなったAさんの心理状況を介護職員と共有
し、日常のケアに活かす試みを行い、BPSDの軽減が
みられたので報告する。
　
Ⅱ．事例の概要
　事例　Aさん　79歳　女性　
【診断名】
　糖尿病、高血圧症、アルツハイマー型認知症。要
介護２、障害高齢者の日常生活自立度A２、認知症高
齢者の日常生活自立度Ⅲ、HDS-R５点、若い頃右手
が機械に挟まれ不自由、障害２級。
【生活歴・家族歴】
　夫は長男が３歳の時に亡くなり、家政婦や清掃
員、居酒屋の下働きなどをしながら一人で長男二男
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を育てた。30年程前から独居生活を続け、近所に気
遣い、お菓子を多めに購入して配るなどの行為が
あった。X年９月頃より外出した際に家に戻れなくな
り警察に保護されることが度重なり、「米が盗まれ
た」などの物取られ妄想も出現、独居が難しくなっ
た。長男家族との同居も難しかったため、X年10月に
施設入所となった。
【経過】
　X年10月、入所当初より帰宅欲求があり、「通帳や
自宅の鍵、財布がない」といった訴えが続いた。居室で
自分の物を出し入れするばかりではなく、他利用者のタ
ンスを開けたりする行動が見られた。対応策として、家
族にAさんがいつも持っていた鞄を持ってきてもらい、
鍵や財布、印鑑などを入れて渡したところ、帰宅欲求や
「物がなくなった」との訴えは軽減した。
　X年11月、入所１ヶ月を過ぎた頃からペーパータオ
ルやリハビリパンツ、トイレットペーパーを多量に
収集し、タンス内や鞄の中に入れるという行動が始
まった。また、収集したペーパータオルを他者に配
るといった行動もみられるようになり、他利用者か
らは「ペーパータオルが洗面台になくて困る」、
「ペーパータオルを多量にもらったけれどどうした
らよいか」という訴えが聞かれるようになった。
　X年12月、介護職員の発案で本人の集めた紙類を本
人の見えるところに置いてみたが、すぐにそれをタ
ンスに片付けて更に収集を行う行動をとった。逆に
タンス内を洋服や紙類で満杯にしておき、＜常に物
がある状態＞にしてみると収集は以前より減らすこ
とができたが、収集した紙類や本人の私物を職員が
触ったりすることに拒否がみられた。様々な対応か
ら整理整頓をすると収集が減ることがわかってき
た。その後も収集は続き、多い時で90リットルのゴ
ミ袋が満杯になる程の収集があり、Aさんとの関係づ
くりもできないまま推移する状況であった。Aさんへ
対応について介護職員より相談を受け面接を行うこ
とにした。
　
Ⅲ．方法
【SCT施行に向けて】
　Aさんと始めて面接をした時、口数が少なく拒否的
であり、人を容易には受け入れない頑固さが伝わっ
てきた。これまでの人生を自分の回りにバリアーを
張り巡らせ、本心を他人には知られまいとして生き
てきた生き様がうかがえ、Aさんの孤独感も感じとら
れた。でき得るならばAさんのBPSDのもとになって
いる内面に少しでも迫ることはできないだろうか。
そしてAさんの思いの代弁ができないかと考えた。そ
こで投映法のテストであり、コミュニケーション
ツールとしても活用可能な文章完成法テスト（以下
SCT）を選択し、施行することにした。
　SCTは、単語ないし未完成の短文を提示して自由
に完成させる心理検査であり、被検者のパーソナリ
ティーや能力、環境、対人関係などを具体的に把握
できるテストとして、テスト・バッテリーの一つと
して多領域で活用されている（文献3，6）。刺激文の内容
を検査対象や目的に応じて自由に変えられ、刺激文
の長さや人称などの形式を変えることで投映度を調
整することができる。馬場は、テスト刺激の性質と
テスト反応との関連にふれて、刺激が具体的で社会
的生活場面に近いほど、テスト反応は社会的態度を
表すとしている（文献４）。今回はAさんの現在の生活状
況に合わせて、11項目を作成することにした。項目
数を少なくしたのは心身の負担の軽減を考えての配
慮からである。
【項目内容】
　項目内容は、１「若い頃Aさんは」、２「Aさんの
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楽しみは」、３「 Aさんのお子さんは」、４「お
金」、５「Aさんの身体は」、６「今の若い人は」、
７「Aさんが今欲しいものは」、８「施設は」、９
「Aさんが不安に思うことは」、10「Aさんのいいと
ころは」、11「Aさんの人生は」とした。
【実施状況】
X+１年４月５日10：30〜11：15に施設内食堂にて検
査を行った。Aさんが字を書くことが難しいと思われ
たため、筆者が聞き取り代筆をした。
Ⅳ．結果
【検査結果】
１．若いころAさんは　農家の娘でした。小さい農家
の、、まあそんげで、、。お父さんの実家は昔は血
統がよかったけれど、おれは貧乏だったから付き合
えなかった。
２．Aさんの楽しみは　昔のねえ、、。そんげ聞かれ
てもわからねえ、、。
３．Aさんのお子さんは　二人います。長男と次男二
人います。はあ結婚して子供もいるけど、、。おら
たちは好き同志で一緒になったんだけど、。お父さ
んの実家はおれをもらわん時分は良かった。Aの家は
難しい家だった。貧乏して二人育ててきた。
４．お金　なんて私ら二人でやっとこすっとこ生き
てきたから、、。何にも無いし、家も財産も何にも
無い。お父さん早く死んだから、。＜いくつで亡く
なられたんですか（筆者）＞忘れた。忘れるほど早
死にだった。
５．Aさんの身体は　やあ、おらって病気もある
し、。お父さん子供が二つと三つの時死んだん。
やっとこすっとこ生きてきた。付き合いも、向こう
（お父さんの方）の親もいなかったし、、苦労して
いた。
６．今の若い人は　おら貧乏して暮らしてきたか
ら、、こういうもんだ。それでも二人ちゃんと育て
た。
７．Aさんが今欲しいものは　何でも欲しいものはあ
りません。まあこうやって国の援助を受けていま
す。
８．施設は　何て言ったって、、おらやっかいに
なって、３年も４年もこうしているけれど、そんげ
言って訪ねてくる人は誰もいない。国の援助を受け
たりしてどうにか暮らしています。別に来るもんも
いないし、なるようにしかならない。
９．Aさんが不安に思うことは　苦労ばっかで、子供
が二人いますけど、兄も弟も結婚して、かたづいて
いるけど。貧乏しているけど、、まあ、こんなもん
な。そんげ民生委員は訪ねて来るけど、訪ねて来る
人はいない。おら補助受け取るけど、そんが面倒な
人いない。
10．Aさんのいいところは　いあ、、おらそんな質問
はできない。生活保護受けているし、、何で言うこ
ともない。人のよけにばっかりなって、、。何年も
国の援助受けているから、何そんげ言って来る人も
いないし、今ほっとしている。民生委員山ほどいた
から、、。そうしゃんば生きていかれなかった。今
は誰も来ないからほっとしていた。何で言うことあ
りません。
11．Aさんの人生は　何でもわかりません。いやなん
だ か 民 生 委 員 が 何 で も か ん で も 書 い て く る か
ら、、。今ほっとしているところだから勘弁しても
らいたいです。おら学校出てないから嫌だった。民
生委員にあれこれ言われて、大勢５人も15人も、、
いろいろ書かれて嫌になった。まあ国の援助受けて
いて、、。何でも言いとうない。
【所見】
　検査中幾度も「国家の保護を受けているから、、。
民生委員は訪ねてくるけれど、他に訪ねてくる人は
いない。お父さんの実家とも付き合いはないし、、」
という言葉が聞かれた。「国家の保護」とは生活保
護のことであり、それを受けていることがAさんに
とって負い目になり、劣等感となっているようだっ
た。筆者のことを何度も民生委員と言い間違えては
聞き返された。「何で（何にも）言うことはありま
せん。今ほっとしているところだから勘弁してもら
いたいです」という言葉も聞かれた。単に短期記憶
の障害というよりは、『誰も訪ねてはこない。民生
委員以外は』という思い込みと、『民生委員に今の
生活を邪魔されたくない』という思いがそうさせて
いるようだった。
　更に、民生委員や行政職に対しては生活保護申請
の段階で、幾度かAさんの人間としての誇りを失いか
ねないような屈辱的な思いもされたようだ。自らの
知られたくない部分もさらけ出さなければならず
に、いつしか自分を守る鎧を着るようになったので
はないだろうか。耳をふさぎ、思考を停止せざるを
得ない状況もあっただろう。
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好きで一緒になった夫と早くに死に別れ、当時２歳
と３歳の息子たちを抱えて貧乏のどん底生活を余儀
なくされた。夫の実家はそれなりに財産のある家で
あったらしいが、Aさんとは結婚当初より付き合いが
なかった。頼るもののない状況の中で、幼い子供た
ちを抱えて一人で生きていかなければならなかった
のである。Aさんのこれまでの人生をひも解くと、現
在も続く物に対する執着はこの時の欠乏に対する強
い不安が根底にあり、この執着が認知症によって抑
制がきかなくなり、施設の中で比較的手に入りやす
く、生活に密着した紙類を収集して歩く行為となっ
たと考えられる。
　もう一つの物を配るという行為については、入所
前にも近所の人々にお菓子を配って歩いた行為があ
り、『国家のお世話になっているので申し訳ない』
という思いからお菓子を配り、お礼を言われること
で自尊心を満足させていたのだろう。『自分はやっ
かいものだけではない、してもらったことは返した
い』という思いが、物を配るという代償行動となっ
たと考えられる。
　BPSDの軽減に向けては、BPSDのもととなってい
るAさんの生活歴や心理状態に関する情報を介護職員
と共有し、日常のケアに活かす必要性があり、一人
の大切な人間として認められ尊重されていると感じ
られるような環境づくりと、温かい人間関係の構築
が必要だと考えられた。
【検査後の経過】
　検査所見を介護職員と共有し連携したことでAさん
の行動に対して理解が深まり、明らかに対応に変化
がみられた。Aさんに関わる職員全員がAさんの声に
耳を傾け、コミュニケーションを以前より増やし、
信頼関係を築くことを心がけるようにした。
　家族にも協力を要請し、Aさん用の紙類でタンスを
満杯にした。更に、<常に物がある状態＞でも整理整
頓がされていない場合には収集量が増えることがわ
かっていたので、職員がAさんと十分にコミュニケー
ションを取りながら一緒にタンス内を整理整頓する
ことにした。
　これらの対応によりAさんの表情も入所当初より穏
やかになり、「ありがとうね」という言葉も聞かれ
るようになった。徐々にではあるが、収集量がごみ
袋90リットルから20リットルにまで減った。
　まだ収集癖は無くなったわけではないが、「何そ
んげ（そんなふうに）言ってくる人もいないから
ほっとしている」という言葉から今の施設での生活
を少しずつ受け容れ、安住の地を取り戻しつつある
状況がうかがえる。
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Ⅴ．考察
　竹内は「担当する認知症の利用者の今の行動につ
いて、人生歴の中に何か結びつけられるようなこと
がないか、生活歴をいつも見ているような行動を取
らなくてはならない。『こういう人だから、こうい
うことをやっているんだな』と気がついた瞬間に、
やっている行動は異常ではなくなる（文献７）」と述べ、
宮永も「問題行動に対して、薬物治療が行われるこ
とがありますが、幻覚や妄想などの一部の精神症状
を除き、あまり効果は認められません。それは、よ
り重要である「社会・家族の環境調整と老人心理の
受容・理解」が等閑（なおざり）にされ、適切な対
応がなされていないからにほかなりません（文献５）」と
述べている。
　自らが認知症を患ったクリスティーン・ブライデ
ンは著書の中で、「単に施設に都合のいい考え、あ
るいはあなたがこうすべきと思うあなたの考えに
沿って私たちの行動パターンが強制されるべきでは
ない」と述べ「問題行動と呼ばれるのは自分の介護
環境に適応しようとしている「適応行動」である」
としている（文献２）。BPSDを問題行動として捉えその
軽減を図るのではなく、その行動の中にある『認め
てもらいたい』という本人の思いを理解し、それを
満たせるようなケアをすることが大切だと言えよ
う。山中は「老いの魂学」の中で「聞く耳をひたす
ら傾け、その相手一人ひとりの尊厳を大切にする」
ことの重要性を述べている（文献８）。
　認知症の方の心理検査は本人の集中力や書字・描
画能力などが障害されていることもあり、施行が難
しい。本来SCTは自書可能な人を対象としている
が、今回我々はBPSDのある高齢女性の心理状況の把
握において項目数を11と減らし、かつ自書不能だっ
たため聞き取り方式で行った。これにより対象者の
心理状況の把握ができたと考えている。認知症高齢
者においては従来の検査方法をそのまま施行するこ
とは難しい場合が多いため、対象者の状況に合わせ
て幾ばくかの変更を加えて施行することが有効だと
思われる。
　心理検査においては、何気ない振る舞いや会話に
込められたその方の思いに鋭敏に応えることが重要
である。高齢者施設に臨床心理士の配置はまだ少な
いが、今後増えつづける認知症高齢者のBPSDの対応
には、心理的観点からの提案やサポートが必要とな
ることは明白である。
Ⅵ．おわりに
　認知症高齢者のケアにおいては本人の生活歴や心
理状況を把握し、その思いを傾聴することが重要で
ある。心理状況の把握において、専門職である臨床
心理士のこれからの活躍が望まれている。
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